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　西洋の 伝統的生薬の有効成分 に つ い て は
，

1805年 ドイツ の 薬剤師Serttirnerに よっ て アヘ ン の モ

ル ヒ ネの 単離を手始め に キ ナ皮の キ ニ ーネ（1820）マ チ ン の ス トリキニ
ー

ネ（1818）イヌ サ フ ラ ン の コ

ル ヒ チ ン （1820），茶葉の カ フ ェ イ ン （1821）ベ ラ ドン ナの ア トロ ピ ン （1833）コ カ葉の コ カ イ ン （1860）な

どの ア ル カ ノ イ ドが 19世紀中に続 々 発見され早 くから臨床的に使われ た。こ の 間唯
一
漢薬麻黄の エ

フ ェ ドリン が 1887年（明治20年）長井長義に よ っ て単離され，次い で 構造が決定され 1916年（大正 5年）

に は そ の 合成に成功 して い る 。 こ れはわが国最初の 薬化学の 輝か しい 成果 で あ っ たが，それ が気管

支喘息の 薬として 登場す る の は 1930年在米の 中国人薬理学者 K．K．Chenの研究を待たねばな らなか

っ た 。 その 後もわ が国 に 於 て引き続 き漢薬成分 の 化学的研究はあっ たが，それ ら の 薬効解明 に つ な

が る ような例 は殆 ど見 られなか っ た 。 それはわが国で 漢方医療が衰退 し正式の 医療として西洋医学
の み が認め られたため，医学界に於ける漢方へ の 関心 が 殆ど失わ れ て い た こ とに よ る 。 その 間欧米
で は ジギ タ リ ス 強 心 配糖体，麦角の 子宮緊縮性ア ル カ ロ イ ド，血圧降下剤 と して の イ ン ド蛇木成分

レゼ ル ピ ン （1952）の 出現，ある い は 柳 の 樹皮 の サ リシ ン に端を発す る 鎮痛解熱剤 ア ス ピ リン （Bayer）
の 100年の 歴史を顧み て も，製薬大企業の 生薬へ の 係わ り合い が窺われる 。 わが国で は第 2次大戦

後漸 く漢方へ の 回復が見られ る ようになり，漢方薬成分の化学的研究を薬効解明につ なげる気運が

起 こ っ て きた 。

一
方微量分離方法や化学構造研究 の各種ス ペ ク トル 測定機器の 飛躍的進歩に より，

化学的研究も一段も迅速化された 。

　われわれ は 1960年代 にまず繁用され て い ながら ， その 有効成分が明らか で なか っ た漢薬，葛根，
人參，芍薬，柴胡などを取 ヒげそ の 化学 と薬理 の 解明 に着手 した 。 それらの 成分 の 確定に伴 い 初め

て その 代謝や 薬理が確実な基盤 の 上に論 じられるようになっ た。 漢方薬の 2000年の 実績はそれ らの

実験薬理 の臨床適用へ の 指標として 用 い る こ とが で きる 。 更に 単離された化合物に数階梯の 化学反

応に よ る修飾 をほ どこ し，副作用を抑え よ り有効 な薬剤に導くこ とも可能である 。 植物成分として

極め て
一
般的な トリ テ ル ペ ン や フ ラ ボ ノ イ ドか ら こ の よ うな試み に よ っ て新た な薬効 を開発する こ

ともで きる 。
こ れまで の実績の 上に生薬を中心としたMedicinal　Chemistryに 1ま更に将来へ の発展が

期待される 。
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